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この報告は，北海道女子短大 （以下，本学という）の創立20周年を記念して， 1983年4月入
学者を対象に実施した総合的調査の「生活意識」に関する部分をまとめたものである。本学の
発展において節目にあたる年に入学した学生の実態を総合的にとらえておこうという試みは，
それ自体意義深いものである。これが，さらに10年後，20年後に同様な調査がおこなわれ，本
学の歴史の中で比較検討されることにでもなれば，資料と しての価値は一層増すことになるで
あろう。この調査の目的は，本学入学者の意識などを明らかにし，本学における総合的，長期
的学生指導の基礎資料を得ることにある。
さで，本調査でとりあげた「生活意識」の内容であるが，調査実施上の制約から，生活観 ・
人間観 ・家庭観に関する若干の項目に限定せざるを得なかった。具体的な項目の選択にあたっ
ては，全国的な女子青少年との比較もしてみたい，将来も同一内容で実施できるような標準的
項目を採用したいという配慮から，総理府青少年対策本部が継続的に青年に実施している調査
を検討し，その中から選んだ。調査項目の一つ一つは， 結果を述べると ころで示すので，ここ
では省略する。
生活意識に関する調査は，別に報告されるいくつかの調査とともに，入学直後のオ リエンテ
ーショ ンの際 (1983年4月中旬） に質問紙調査法で一斉に実施された。有効回答数は 774 （全
員女子）であるが，これは全入学者の98.3%にあたり， 極めて高い回答率である（服飾美術科
の2コースで若干の未回答があったが，他の学科では回答率100%）。したがって，得られた結
果を本学入学者全体のものとみなすことに，何ら問題はない。
調査対象者の満年齢は，18歳が91.5%, 19歳が7.6 %, 20歳以上が0.9%となっている。 こ
の割合は学科 ・コース別にみた場合にも同様でトあって，学科 ・コース聞の年齢構成には差は認
められない。
本学は，服飾美術科 ・工芸美術科 ・保健体育科 ・初等教育学科の4学科からなり，服飾美術
科は服飾美術 ・家庭科学の2コー ス，保健体育科は体育 ・養護教諭の2コー スに分かれている。
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すなわち， 6コースあるというこ とができる。結果の処理においては，このコース別の比較も
おこなった。全回答者774名のコース別内訳は，服飾美術 202名， 家庭科学 107名，工芸美術
74名，体育 112名，養護教諭 130名，初等教育 149名である。
結果の整理・報告は，各調査項目について①本学入学者全体の傾向，②本学入学者と全国標
本調査15～ 19歳女子との比較，①本学入学者のコース別比較，という順序でおこなう。
なお，結果の記述においては，紙面の制約から表をパーセントのみで示すほか，文章も要約
的，結論的に述べるこ とになることを，あらかじめことわっておく。
I 調査結果および考察
1.生活観
(1) くらし方についての意識
最初に，人のくらし方について， どのような考えをもっているかをみてみよう。次の質問に
よって，表 lに示すような結果が得られた。
人のくらし方について，いろいろな考え方がありますが，これらのものの中であなたはどれを選びま
すか。一番良いと思うものを一つ選び，記号にOをつけてください。
イ．いっしょうけんめいに働き，倹約しで金持ちになる
ロ．まじめに勉強して，名をあげる
ハ．金や名誉を考えずに，自分の趣味に合ったくらし方をする
ニ．その日その日を，のんきにくよくよしないでくらす
ホ．世の中の正し くないことを押しのけて，どこまでも清く正しくくらす
へ．自分一身のことを考えずに，国家社会のためにすべてをささけ‘でくらす
表 1 くらし方についての意識
1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコー ス別比較
月本学入 調査15～
（%） 
くら~ 方 対＼象＼ 群 学者全体 19歳女子 服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育
(N=774) (N=689) (n=202) (n=l07) (n=74) (n=ll2) (nニ 130) (n=l49) 
趣味に合ったくらし 73.1 56. 3 76. 7 73. 8 67. 6 69. 6 77. 7 69.1 
のんきにくらす 9. 4 15. 7 6. 4 10. 3 9. 5 13. 4 10. 8 8. 7 
金持ちになる 7. 9 10. 2 7. 9 7. 5 12. 2 7.1 3. 1 10. 7 
清〈正しくくらす 5. 9 11. 3 5. 9 5. 6 5. 4 7.1 3. 8 7. 4 
名 を あ げる 3. 0 3.2 2.5 2. 8 5. 4 2. 7 2.3 3. 7 
国家や社会のために o. 6 2. 6 0.5 2. 3 o. 7 
個人 生 活 重視型 82. 5 72. 0 83.1 84.1 77.1 83. 0 88. 5 77.8 
立身出世型 10. 9 13. 4 10. 4 10. 3 17. 6 9. 8 5. 4 14. 1 
自 己献身型 6. 5 13. 9 6.4 5. 6 5. 4 7.1 6.1 8. 1 
(i主）全国標本調査15～19歳女子の場合，0.7%の不明が別にある。
69 
表2 表l（合算3類型）の検定結果
＼＼＼＼ 服飾美術 家庭科学 工芸美術 体 育 養護教諭 初等教育
全入学者 N. S. N. S. N. S. N. S. N. S. N. S. 
初等教育 N. S. N. S. N. S. N. S. ＊ 
養護教諭 N. S. N. S. ＊ N. S. 
体 育 N. S. N. S. N. S. （注） ＊＊・ P<.01で有意
工芸美術 N. S. N. S. * : P< .05で有意
家庭科学 N. S. N. S.：有意差なし
本学入学者全体についてみると 表1のとおり 「金や名誉を考えずに，趣味にあったくらし
方をするJが73.1%の多数を占めている。次の 「その日その日をのんきに，くよくよ しないで
くらす」とを合わせた個人生活重視型の者は， 全体の5分の4にも達している。これに対し，
「し、っしょうけんめいに働き，倹約して金持ちになる」 と 「まじめに勉強して，名をあげる」
とを合わせた立身出世型の者は， 10.9%で少ない。また， 「世の中の正しくないことを押しの
けて，どこまでも清く正しくくらす」と「自分一身のことを考えずに，国家社会のためにすべ
てをささげてくらす」とを合わせた自己献身型の者は，わずか6.5%にすぎない。
このよう な，個人生活を重視し，生活をエンジョイ するくらし方をよし とする意識は，比較
検討のために示した全国標本調査の結果からも明らかなように，現代の青少年にすでに定着し
ているものと考えられる。
本学入学者と全国標本調査女子との聞には統計的に有意な差が認められ （検定結果省略，以
下同じ），年齢構成の違いによる差異を考慮しでも， 本学入学者の方に個人生活重視型がより多
いといえる。
本学入学者のコース別比較では，表2のように，全入学者と各コースとの聞には差が認めら
れないが，養護教諭と工芸美術・初等教育左の聞に有意差がある。養護教諭では，個人生活を
重視する者が工芸美術や初等教育より多いといえる。
(2）生きがいを感じると き
次に，どのような ときに生きがいを感じているかをみてみる。次のよう な質問で，生きがい
を感じる ときを複数回答式で尋ね 表3のような結果を得た。
あなたはどんなときに生きがいを感じますか。次の中から，あてはまると思うものをあげてください
（いくつあげてもよい）。記号をOでかこんでください。
イ．社会のために役立つことをしているとき へ．友人や仲間といるとき
ロ．仕事に打ち込んでいるとき ト．親しい異性といるとき
ハ．勉強に打ち込んで、いるとき
ニ． スポー ツや趣味に打ち込んでいるとき
ホ．家族といるとき
チ．他人にわずらわされず，一人でいるとき
リ．この中にはない
本学入学者全体では， 「スポー ツや趣味に打ち込んで、いるときJと「友人や仲間といるとき」
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に7割の者が生きがいを感じるとしている。 2割強の者は「家族といるとき」・「親しい異性と
いるときJもあげているが， 「仕事に打ち込んでいると き」・「勉強に打ち込んでいるとき」・
「社会のために役立つことをしているとき」をあげた者はl割前後と少ない。
このような傾向は，全国標本調査の結果でも同様で、あって，勉強や仕事に打ち込んだり， 社
表3 生きがいを感じると き
（%） 
汁；： 1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコース別比較月本学入 調査15～学者全体 19歳女子 服飾美術家庭科学工芸美術体 育2) 養護教諭 初等教9育） (N=774) (N=689) (n=202) (n=l07) (n=74) (n=ll (n=l30) (n=l4 
ス ポ ー ツ ・趣味 70. 8 54. 9 59. 9 67. 3 66. 2 81. 3 70. 0 69.1 
友 人 や仲 間 70. 3 50. 4 60. 4 82. 2 6. 2 70. 5 69. 2 63. 8 
家 族 24. 5 18. 4 12. 4 30. 8 20. 3 33. 0 27. 7 24. 2 
親 し い異性 21. 2 13. 5 16. 3 29. 9 17. 6 26. 8 2. 3 14. 1 
f士 事 12. 0 6. 2 10. 4 1. 2 12. 2 9. 8 10. 8 14. 8 
社会に役立つ 1. 3 6.2 7.4 10. 3 10. 8 8. 0 13. 8 15. 4 
ひ と り 8. 5 7. 4 6.9 10. 3 16. 2 5. 4 10. 8 4.0 
勉 5童 7.3 10. 3 4.0 5. 6 5. 4 3目6 12. 3 10. 7 
この中 にはない 5. 9 4.2 10. 4 2. 8 2. 7 2. 7 3.1 7.4 
表4 表3の検定結果（有意差の認められた組み合わせと有意水準）
宅買 目 組み合わせ及び有意水準（＊*: P<.01, *: P<.05) 
全体＞目R飾＊ 全体＜体 育＊＊ 服飾＜体育＊＊
スポーツ・趣味 家庭＜体 育＊ 工 芸く体 育＊ 体育＞養護＊
体 育＞初 等＊
友 人 や 仲間
全体＜家庭＊＊ （服飾＜家庭＊＊ ：家 庭＞工芸＊
家庭＞体育＊ 家 庭＞養護＊ I家庭＞初等＊＊
家 族
全 体＞服飾＊＊ ；全体〈体 育＊ ！服飾＜家 庭＊＊
服 飾＜体 育＊＊ ：服 飾＜養護＊＊ ：服飾く初 等＊＊
親しい 異 性
全 体＜家庭＊ ：服 飾＜家 庭＊＊ 服飾＜体 育＊
家庭＞初等＊＊ ！体育＞初等＊
社会 に役立 つ 服飾〈初等＊
り
全体＜工芸＊ 服 飾〈工芸＊ i家 庭＞初 等＊
ひ と
工 芸＞体 育＊ 工 芸＞初 等＊＊： 養護＞初 等＊
勉 5童
全 体＜養護＊ 服 飾＜養護＊* ：服飾＜初 等＊
体育＜養護＊ 体育＜初等＊
この中にはない
全体〈服 飾＊ 服 飾＞家庭＊ 服飾＞工芸＊
服 飾＞体 育＊ 服 飾＞養護＊
71 
会に役立つことをしたりすると きよりも， スポーツや趣味に打ち込んだり，情緒的な人間関係
を結んだりするときに，生きている充実感を感じているようである。
本学入学者と全国標本調査女子との比較では， 「他人にわずらわされず，一人でいるとき」
．「この中にはない」の2項目以外は，いずれでも統計的に有意差が認められる。内容的には，
「勉強に打ち込んで、いるとき」以外の6項目すべてで，本学入学者の方が上まわっている。 こ
のことは，本学入学者の方が生きがいを感じる場を多くもっていることを意味する。
本学入学者の結果をコース別に比較してみると，表4のように， 「仕事」以外の項目で，い
ずれかの組み合わせで有意差が認められる。 「スポーツ・趣味Jに生きがいを感じる者が多い
のは体育で，全体はもちろん，他の5コースとの聞に有意差がある。 「友人や仲間」に生きが
いを感じ るのが家庭科学で多いのも，特徴的である。 「家族jに生きがいを感じるのは体育に
多いのであるが，服飾美術で少ないのが特徴的である。 「親しい異性」に生きがいを感じるの
は家庭科学・ 体育に多く，初等教育・服飾美術との聞に有意差が認められる。「社会に役立つ」
に生きがいを感じるのは， 「仕事」と同様に，コース聞にほとんど差がないのであるが，初等
教育が服飾美術よりも多い結果になっている。 「ひとり」に生きがいを感じる者が多いのは工
芸美術である。 「勉強」に生き がいを感じ るのは養護教諭 ・初等教育が多い。 「この中にはな
い」という者が服飾美術で多いのも，特徴的である。
(3）望ましい先生像
学校生活に関しては，どういう先生に教えてもらいたいか，とい う望ましい先生像を調べて
みた。次の質問によっで，表5のような結果が得られた。
あなたは学校でどういう先生に教えてもらいたいと思いますか。あなたの考えにもっとも近いものを
一つだけ選んで，記号をOでかこんでください。
イ．どちらかといえば，サークル活動やクラブ活動を通じて学生と接触する先生のほうがよい。
ロ．どちらかといえば， 授業や学問を重視する先生のほうがよい。
ハ．どちらかといえば，学生の家庭や一身上のことも相談Jこのってくれる先生のほうがよい。
表5 望ましい先生像
1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコー ス別比較
月本学入 調査15～
（%） 
ン1学者全体 19歳女子 服飾美術 家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育(N=774) (N=576) (n=202) (n=107) (n=74) (n=112) (n=l30) (n=l49) 
接 青虫 型 52.1 53.8 48.0 50.5 41. 9 71.4 48.5 52.3 
世 言舌 型 38.2 34.0 39.1 43.0 33.8 26. 8 45.4 38.3 
授業重視型 9.7 11. 6 12.9 6.5 24.3 1. 8 6.2 9.4 
（注）全国標本調査15～19歳女子の場合，0.5%の不明が別にある。
本学入学者全体についてみると， 「サークル活動やクラブを通じて学生と接触する先生」（接
触型）が52.1%で半数以上を占め， 「学生の家庭や一身上のことも相談にのってくれる先生」
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（世話型）は38.2%, 「授業や学聞を重視する先生J（授業重視型）は9.7%にとどま っている。
この結果は，全国標本調査女子とほぼ同様で、あって，統計的にも有意差が認められない。全
国標本調査によると，大学生では「授業重視型」がかなり多くなっているが，入学したばかり
の本学学生では，まだ高校生の先生像にとどまっている。
本校入学者のコース別比較では，工芸美術が相対的に 「授業重視型」を多く希望し，体育が
「接触型」を多く希望している点で，極めて対照的な結果と なっている。また，2群と も他の
コースとの聞で有意な差が認められ，特徴的な先生像をもっているといえる。
表6 表5の検定結果
＼＼＼＼ 服飾美術 家庭科学 工芸美術 体 育 養護教諭 初等教育
全入学者 N. S. N. S. ＊ ＊ ＊＊ N. S. N. S. 
初等教育 N. S. N. S. ＊ ＊ ＊ N. S. 
養護教諭 N. S. N. S. ＊＊ ＊＊ 
体 育 ＊＊ ＊＊ ＊＊ （注）* * : P<.01で有意
工芸美術 N. S. ＊＊ * : P<.05で有意
家庭科学 N. S. N.S.：有意差なし
(4) 希望する職場（職業）
職業意識の一端をとらえるために，いま働くとしたら，どのような職場（または職業）で働
きたいかを質問してみた。複数回答式によって得られた結果は表7のとおりである。
あなたがいま働くとしたら，どんな職場（または職業）で働きたいと思いますか。次の中からあげて
く疋さい（いくつあげてもよい）。記号をOでかこんでください。
イ．収入が多い職場 へ．休暇がきちんととれたり，残業があまりない職場
ロ．自分の才能が生かせる職場 ト．世の人のためになる仕事をしている職場
ハ．気持ちのよい人が多い職場
ニ．かっこいい職場
ホ．仕事がらくな職場
チ．将来の不安がない職場
リ この中にはない
本学入学者全体では， 「自分の才能が生かせる職場Jをあげる者が最も多く， 「気持ちのよ
い人が多い職場j・同文入が多い職場」も選択率が60%をこえている。「将来の不安がない職場」
「休暇がきちんととれたり，残業があまりない職場」をあげた者も40%以上いる。
この結果は全国標本調査の場合と類似したものとなっているのであるが，労働条件に関する
ものより，個性の実現や人間関係のよさが望まれている。実際に働いている青少年の職場に対
する不満は，労働条件に関するものが上位を占めていると報告されている点からみると，興味
深い対照といえよう。
本学入学者と全国標本調査女子との比較では，全項目において本学入学者の方が選択率が高
く， 「将来の不安がない」を除く上位4項目で統計的に有意な差が認められる。 これは，本学
入学者群が全員入学したばかりの学生である点，欲張った希望になっているのであろう。
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表7 希望する職場（職業）
（%） 
~ 1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコース別比較月本学入 調査15～学者全体 19歳女子 服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育(N=774) (N=689) (n=202) (n=107) (n=74) (n=112) (n=130) (n=149) 
才能が生かせる 81. 7 70. 8 78.2 67. 3 90. 5 78.6 73. 8 85. 2 
よい人が多い 67. 7 53.1 65. 8 73. 8 54.1 61. 6 68. 5 63.1 
』x'. 入 が 多 しミ 61. 8 32.9 57. 9 68. 2 62.2 57.1 60.0 55. 0 
将来の不安がない 46. 2 40. 5 34. 7 52. 3 31.1 41.1 61. 5 46. 3 
休暇がとれる 41. 8 19. 6 33.2 61. 7 37. 8 33. 9 43. 8 36. 9 
世のた め になる 20. 3 18. 3 8. 9 20. 6 17. 6 19. 6 23. 1 30. 9 
仕 事 が 勺 〈 6. 6 6.1 5.4 13. l 9. 5 2. 7 3. 8 6. 0 
か つ 」』， い 3.5 3. 0 4.5 4. 7 6. 8 2. 7 o. 8 2.0 
（注）全国標本調査15～19歳女子の場合， 「この中にはないjと答えた者が別に 1.2%ある。
表8 表7の検定結果（有意差の認められた組み合わせと有意水準）
項 目 組み合わせ及び有意水準 （＊* : P<.01, * : P< .05) 
全 体＞家庭＊ 全 体＜工芸＊ 服飾＞家庭＊
才能が生かせ る 服飾＜工芸キ 家庭＜工 芸＊＊ 家庭＜初 等＊＊
工芸＞体 育＊ 工芸〉養護＊＊ 養護＞初 等＊
よい人が多い 家庭＞工芸＊＊ 工芸＜養護＊
収 入 が多 しミ 家 庭＞初 等＊
全｛本＞服飾＊ 全 体＞工 芸＊ 全 体＜養護＊＊
服飾く家庭＊＊ 服 飾＜養護＊＊ 服 飾＜初 等＊
将来の不安 が ない
家庭＞工 芸＊＊ 工芸＜養護＊＊ 工芸く初 等＊
体育＜養護＊＊ 養 護＞初等＊
全体＜家庭＊＊ 服飾＜家庭＊＊ 服 飾＜養護＊
休暇 がと れ る 家庭＞工芸＊＊ 家庭＞体 育＊＊ 家 庭＞養 護＊＊
家庭＞初 等＊＊
全 体＞服 飾＊＊ 全 体＜初 等＊＊ 服 飾＜家庭＊＊
世の ためになる 服飾＜工芸＊ 服 飾＜体育＊＊ 服 飾＜養 護＊＊
服飾＜初等＊＊ 工 芸＜初 等＊ 体育＜初 等＊
全 体＜家庭＊ 服飾＜家庭＊ 家 庭＞体 育＊＊
仕 事 が 勺 く
家庭＞養護＊＊
か dコ 」守 しミ Lミ 工 芸＞養護＊
本学入学者のコース別比較では，表8に示したよ うに， 多くの組み合わせで有意差が認めら
れる。 「才能が生かせる」を望む者は工芸美術に多く ，家庭科学で少ない傾向にある。 「よい
人が多い」は工芸美術で望まれる比率が低い。 「収入が多い」を望む者は家庭科学でやや多い。
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「将来の不安がない」の希望は，養護教諭に多く，工芸美術や服飾美術では少ない。 「休暇が
とれる」は家庭科学で特徴的に多い。 「世のためになる」 は，初等教育で多くあげられ，服飾
美術で少ないのが目立っている。 「仕事がらく」は家庭科学が多い。 「かっこいいJは，工芸
美術が養護教諭よりも多く望んでいる結果となっている。
2.人間観（連帯感）
第2には，どのような人間観をもっているかをみてみよう。しかし，ここでいう 「人間観」
は，人間観一般を問題にするのではなく，連帯感を通した側面に限っている。つまり，友人 ・
仲間など身近な人間関係（ないしは集団関係，更にはこうした人間関係の中でとらえられる他
人の存在）に対して，ポジティブな態度を示すか，それともネガティブな態度を示すか， を探
ることに力点を置いている。今回採用したものは，次のような10項目からなる「連帯感尺度」
である。回答は 「そう思う」 ・「そうは思わないJ.「わからない」の3通りであるが，結果は，
回答の意味内容に応じて，連帯感が高いとみられる回答項目に＋1点，逆側に一1点を， 「わ
からないJ.「無答」に0点を それぞれ与える方法で処理した（イ ・ニ ・ホ ・チの項目は「そ
次の文章の一つ一つについて， あなたのお考えを「そ う思
う」か「そう思わない」のどちらかで答えてください。
（答え方：イの文章で「そう思う」なら，Cl三士コのよう
に該当の記号をC二 二コでかこむこと。）
イ．世の中は，助け合いなのだから，私は自分の生活を少
しぐらい犠牲にしても，社会奉仕に参加するつもりだ
ロ．私は，他人というものは一見信用できそうでも，結局
はあてにできないと，思う
ハ．私は，リーダーになって苦労するよりは，のんきに人
に従っているほうが気楽でよい
ニ．私は無力な存在だが，みんなで力を合せれば，相当な
ことができるものだと思う
ホ．私は， 一人でいるより も， ほかの人や仲間と一緒にい
るほうが楽しい
へ．私は，一人でいるほうが心が落ち着く
ト 私は，友だちづき合いを深めすぎて，あまり束縛され
たくない
チ．私は，世の中をよくするために生涯をささげてもよい
リ．困っている人を助けるのはよいが，自分の生活まで犠
牲にするつもりはない
ヌ．みんなと協力しでも，結局は一部の人の利益になって
しまい，正直者が損をすると思う
そう思う
11) 
イ l
ロ－1
ハ l
ニー1
ホ－1
へ－ 1
ト－1
?
?
?
リー 1
ヌ 1
わからない
そうは思 13) 
わない12)
イ 2 イ 3
ロ－ 2 ロ－3
ハー2 ノ、 3
ニー2 ニ－3
ホ－ 2 ホー3
へ－2 へ 3
ト－2 ト－ 3
チ 2 チ－3
リー 2 リ－3
ヌー2 ヌー3
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う思う」の方に＋1点を ロ・ハ ・へ・ト・リ・ヌの6項目は「そうは思わないjの方に＋ 1
点を与えた）。したがって，尺度点は＋10点か ら－10点までとなる。この意味するところは，
得点が高いほど連帯感が強く，低いほど連帯感が弱いことを意味する。なお，この尺度は，原
作者において尺度・項目分析など必要な手続きをふんで作成されたものである。
表9は， 10項目を合計した連帯感尺度の得点分布と平均 ・標準偏差を示したものである。得
点分布の分け方については，構成項目の意味からは， 0を中心にプラスが連帯感の強い方，マ
イナスが連帯感の弱い方となるのであるが，原作の2,309人の標本では平均0.88点となってお
り，＋ 1点を中心に分割する段階区分がな されているので，それに従っている。すなわち， 0
～＋ 2点の者は平均的連帯感をもっており， －1点以下の者は連帯感の弱い方に属し，＋3点
以上の者は連帯感の強い方に属するといえる。
本学入学者全体についてみると， －1点以下が19.2%であるのに対して，＋ 3点以上が50.2
%である。平均は2.34点となっている。したがって，連帯感の強い層に属する者の方が多い，
つまり，身近な人間関係に対してポジティブな態度を示す者の方が多い，とい うことができよ
7。
全国標本調査女子との聞には，統計的に有意差があり，本学には連帯感の強い層に属する者
がより多く入学しできている，ということができる。
表9 連帯感尺度の得点分布と平均点 ・標準偏差
連＼帯＼感特 対＼＼象群
1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコ ス別比較
月本学入 調査15～
学者全体 19歳女子 服飾美術家庭科学 工芸美術 体 育養護教諭初等教育
(N=774) (N=689) (n=202) (n=107) (n=74) (n=112) (n=130) (n=l49) 
10 ～ -4 4.0% 7.0% 4.0% 5.6% 10. 8% 0.9% 4.6% 1. 3% 
3 ～ 15. 2 21. 3 15. 3 20. 6 20. 3 10. 7 16. 9 10. 7 。～ +2 30. 5 35. 8 3. 7 29. 9 3. 8 32. 1 30. 8 23. 5 
十3 ～ +5 34. l 24. 5 35. 1 29. 9 21. 6 38. 4 33.8 39. 0 
+6 ～ +10 16. 1 1. 3 1. 9 14. 0 13. 5 17.9 13. 8 25目5
平 均 2. 34点 1. 34点 2.11点 1. 74点 1. 27点 2. 87点 2.10点 3. 46点
襟 準偏差 3.19 3. 28 3. 01 3. 27 3. 55 2. 86 3. 31 2. 96
表10 表9の検定結果（平均の差の検定）
----
服飾美術 家庭科学 工芸美術 f本 育 養護教諭 初等教育
全入学者 N. S. ＊ ＊＊ ＊ N. S. ＊＊ 
初等教育 ＊＊ ＊＊ ＊＊ N. S. ＊＊ 
養護教諭 N. S. N. S. N. S. N. S. 
体 育 ＊ ＊＊ ＊＊ （注） * * : P< .01で有意
工芸美術 N. S. N. S. * : P<.05で有意
家庭科学 N. S. N.S.：：有意差なし
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本学入学者のコース別比較では， 連帯感は初等教育が最も強く，次いで体育，服飾美術，養
護教諭，家庭科学の）｜原で弱くなり，最も弱いのは工芸美術となっている。平均の差の検定にお
いて，初等教育と体育が入学者全体より連帯感が強い，工芸美術と家庭科学が入学者全体より
連帯感が弱い，という結果になっており，コース聞の差の検定結果でもはっきりと有意差のあ
ることが確認されている。初等教育入学者の，人間関係に対するポジティブな態度が目立って
いる。
なお， 10項目は，意味内容に関して次の4群に大別される。
①協 同……協同 ・協力に対する積極的態度……イ・ニ
② 奉 仕……奉仕への意欲・犠牲的精神…・・ハ ・チ ・リ
③信頼感……対人的信頼感……ロ ・ト・ヌ
④友好……交友の楽しさ ・仲間志向……ホ・へ
項目分析は紙面の関係で割愛せざるを得ないが，各項目の内訳を「人間関係に肯定的な回答J
という形で整理してみると，表11のようになる。
表1 連帯感尺度の各項目の人間関係に肯定的な回答
（%） 
~ 対象群 1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコー ス別比較月本学入 調査15～学者全体 19歳女子 服飾美術 家庭科学 工芸美術 体 育 養護教諭 初等教14育9) 項目 (N=774) (N=689) (n=ZOZ) (n=]07) (n=74) (n=ll2) (n=l30) (n= 
協同
協力すれば相当なことができる 83.5 86. 6 78. 7 78. 5 74.3 83.0 98. 0 92.6 
社会奉仕に参加する 27 .4 49. 9 20. 3 24目3 幻.0 32. I 25.4 37 .6 
リー ダー になりたくない＊ 51.8 46.0 49 .5 43. 9 40.5 57. I 48. 5 65.1 
奉仕 他人のために生活まで犠牲にし 15.6 18. 7 13 .4 10.3 20.3 14.3 13. 8 2.8 ない＊
世のために生涯をささげる 4.8 8.3 4.0 2.8 8.1 5.4 3.1 6. 7
正直者が損をする 57. 9 34. 7 57. 9 54. 2 47 .3 印.7 54 .6 6 .4 
信頼感 友達づきあいを深めたくない＊ 57 .6 5. 9 54.5 60. 7 39. 2 62. 5 60 .o 63.] 
他人はあてにできない＊ 5.0 37. 6 60.4 46. 7 47 .3 5. 4 52. 3 59. 7
友好
仲間と一緒が楽しい 80. 2 8. 2 79目2 76.6 64目9 87. 5 82. 3 84.6 
一人のほうが落ち着く ＊ 53 .6 5目3 56目9 48目6 32.4 67目。 53. I 53. 7 
(i主）＊印は「そうは思わない」の回答が人間関係iこ肯定的な回答となる。
3.家庭 観
(1) 子どもに対する理想、の親の態度
家庭観については，まず， 子どもに対する態度としてどのようなものがよいと思うか，を調
べてみた。次の質問によって，表12に示すような結果が得られた。
子どもに対する望ま しい父親の態度と して最も支持されるものは， 「子どもの気持ちを理解し
あなたは，子どもに対する父親・母親の態度として，次の中のどれがよいと思いますか。下から一つ
ずつ選んで， （ ）の中に記号で書き入れなさい。
父親の態度（ ） 母親の態度（
イ．何ごとによらず， きびしい
ロ． 子どもの気持ちを理解したうえでも，信じるところに従ってきびしくする
ハ． 子どもの気持ちを理解したう えで，きびしくいわずに見守る
ニ．何ごとによらず，自由にさせる
表12 子どもに対する理想、の親の態度
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（%） 
＼父の＼母事＼＼ 態 度＼：＼安、＼象＼者F
1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のゴ ス別比較
月本学入 調査15～
学者全体 19歳女子 服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育
(N=774) (N=689) (n=202) (n=107) (n=74) (n=112) (n=130) (n=149) 
厳 t告 型 6. 1 1. 5 8. 4 o. 9 9. 5 8. 9 5. 4 3.4 
理解 ・厳格型 56. 8 58. 6 51. 0 60. 7 50. 0 59. 8 56. 2 63. 8 
父親
埋解 ・自由型 33. 6 34. 5 37. 1 33. 6 37. 8 26. 8 36. 2 29. 5 
自由・放任型 3. 5 5.2 3.5 4. 7 2. 7 4.5 2. 3 3.4 
厳 格 型 2. 3 o. 3 3. 0 1. 9 1. 4 3.6 3.8 
理解・厳格型 53. 2 46. 4 53. 5 44. 9 51. 4 59. 8 60. 8 48. 3 
母親
理解 ・自由型 41. 3 45. 6 42.1 51. 4 41. 9 32. 1 34. 6 45. 6 
自由・放任型 3.1 7. 5 1. 5 1. 9 5. 4 4. 5 o. 8 6. 0 
（注）全国標本調査15～19歳女子の場合，父親・母親ともに0.1%の不明が別にある。
たうえでも，信じるところに従ってきびしくする」 という理解 ・厳格型（56.8%）で＼ つぎは
「子どもの気持ちを理解したうえで，きびしくいわずに見守るJという理解・自由型 （33.6%) 
である。 「何ごとによらず きびしい」 という厳格型や「何ごとによらず，自由にさせる」と
いう自由・放任型のよ うな極端なタイプは10%以下で，あまり支持されていない。厳格型と理
解・ 厳格型とを合わせ，自由 ・放任型と理解 ・自由型とを合わせ，厳しさを望むかどうかで分
けると，厳しさを望む方が62.9%と多く ，父親には 「厳父」の期待が寄せられている。
一方，子どもに対する望ましい母親の態度として支持されるものをみてみると，父親の場合
と同様な傾向にあるといえ るが，厳 しさを望む方は55.5%と少なくなっており，父親には 「厳
父」を期待するが母親には「慈母」 を期待するとい う者もかなりいる。
これらの結果を全国標本調査女子の結果と比較してみると，厳しい態度を望むかどう かとい
う単純化した形では，両親に対して本学入学者の方が厳しい態度を望む傾向にあるが，統計的
に有意差の認められるのは母親の場合のみである。
本学入学者のコース別比較では，父親に対 して望む態度には差が認められない。母親に対し
て望む態度の場合も，全体と各コースとの聞では差が認められないが，コース聞では，体育と
養護教諭が家庭科学 ・初等教育よ りも厳しい態度を望む割合が高く なっている（表13）。
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表13 表12の検定結果（母親の場合， 2×2分割表で検定）
＼＼ 服飾美術 家庭科学 工芸美術 体 育 養護教諭 初等教育
全入学者 N. S. N. S. N. S. N. S. N. S. N. S. 
初等教育 N. S. N. S. N. S. ＊ ＊＊ 
養護教諭 N. S. ＊ ＊ N. S. N. S. 
｛本 育 N. S. ＊ N. S. （注） * *: lコ＜.01で有意
工芸美術 N. S. N. S. * : P< .05で有意
家庭科学 N. S. 
N.S.：有意差な し
(2）家庭 ・仕事に対す る望ましい親の態度
次に，家庭や仕事に対して，どのような態度の親が望ましいとみているかを調べてみる。こ
れについては， 次のような質問で尋ね，表14の結果が得られた。
あなたは，父親としては， どういう人が望ましいと思いますか。次の中から一つだけ選んで，記号を
0でかこんでください。
イ．仕事を何よりも大切にする父
ロ．どちらかといえば，家庭生活よりも仕事を大切にする父
ハ．どちらかといえば，仕事よりも家庭生活を大切にする父
ニ．家庭生活を何よりも大切にする父
それでは，母親として望ま しいのは，次の中どれですか。
イ．家庭のことを何よりも大切にする母
ロ．どちらかといえば，職業や社会のことよりも家庭のことを大切にする母
ハ．どちらかといえば，家庭のことよりも職業や社会のことを大切にする母
ニ．職業や社会のことを何よりも大切にする母
表14 家庭 ・仕事に対する望ましい親の態度
1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコー ス月1）比較
月本学入 調査15～
（%） 
＼ι父＼函母＼ 態 度下対＼＼象＼ 群 学者全体 19歳女子 服飾美術家庭科学工芸美術 体 育 養諮教諭初等教育
(N=774) (N=689) (n=202) (n=l07) (n=74) (n=l2) (n=l30) (n=l49) 
3. 6 7. 3 3.0 1. 9 8.1 1. 8 3. 8 4. 7 
仕事優先型 41. 6 25. 7 44目6 29. 9 44. 6 43.8 41. 5 43. 0 
父親
家庭優先型 46. 8 48. 8 46. 5 58目9 39. 2 44. 6 47. 7 43. 0 
家庭 中心型 8. 0 18.1 5.9 9. 3 8. 1 9. 8 6. 9 9. 4 
仕事 中心 型 0.1 1. 5 0. 5 
1. 0 1. 2 5. 4 0.9 o. 8 1. 3 
母親 家庭優先型 38. 6 38.6 40. 1 36. 4 33. 8 42. 0 40.8 36. 2 
家庭中心型 60. 2 58. 8 59. 4 63. 6 60. 8 57.1 58. 5 62. 4 
（注）全国標本調査15～19歳女子の場合，父親に0.1%の不明が別にある。
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本学入学者全体について，望んで、いる家庭や仕事に対する父親の態度をみてみると， 「どち
らかといえば，仕事よりも家庭生活を大切にする父」（家庭優先型）を望む者が最も多く，つい
で「どちらかといえば，家庭生活よりも仕事を大切にする父J（仕事優先型）を望む者が多い。
しかし， 「家庭生活を何よりも大切にする父J（家庭中心型）や「仕事を何よりも大切にする父」
（仕事中心型）を望む者は，いずれも少なしミ。全体的には，父親に対して仕事よりも家庭を大
切にすることを期待する者の方が多くなっている。
一方，母親の態度に対しでは， 「家庭中心型」を望む者が60.2%と最も多く ，次に 「家庭優
先型」を望む者が多しミ。父親に対する場合と比較すると，母親に家庭を大切にすることを望む
者が圧倒的に多いといえる。
これらの結果を全国標本調査女子の場合と比較してみると， 父親に望む態度に有意差が認め
られ，本学入学者に仕事を重視することを期待する者が多いといえる。
また，本学入学者のコース別比較では，母親に望む態度には差が認められなかったが， 父親
に望む態度には差が認められた。仕事を重視する方か家庭を重視する方かで2分割した場合，
家庭科学は，全体との聞にも，他コースとの聞にも有意差があ り，家庭を重視する方が父親と
しても望ましいとする者が目立って多いといえる（表15）。
表15 表14の検定結果（父親の場合，2×2分割で検定）
＼＼九 服飾美術 家庭科学 工芸美術 体 育 養護教諭 （初等教育
全入学者 N. S. ＊＊ N. S. N. S. N. S. N. S. 
初等教育 N. S. ＊ N. S. N. S. N. S. 
養設教諭 N. S. ＊ N. S. N. S. 
｛本 育 N. S. ＊ N. S. （注）* * : P< ,01で有意
工芸美術 N. S. ＊ ＊ * ・ P< .05で有意
家庭科学 ＊ ＊ 
N.S.：有意差なし
(3) 老いた親の扶養
最後に，老いた親の扶養についで，どのような考えをもっているかをみてみよう。この点は
次の質問によって調べ，表16に示すような結果が得られた。
老後の親を養うことについて，あなたの考えに一番近いものを一つだけ選んでください。
イ．どんなことをしてでも扶養する
ロ．自分の生活力に応じて扶養する
ハ．親は自分自身の力や公的保障で生活するべきだ
ニ．わからない
本学入学者全体では，老後の親の扶養について，表16のとおり 「どんなことをしてでも扶養
する」（積極扶養型）が26.6%, 「自分の生活力に応じて扶養する」 （生活相応型）が60.1%とな
っており，両方を合わせて86.7%の者が何らかの形で親を扶養すると答えている。 「自分自身
の力や公的保障で生活すべきだ」という非扶養型は0.9%にすぎない。
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表16 老いた親の扶養
（%） 
~ 1983年4 全国標本 1983年4月本学入学者のコース別比較月本学入 調査15～学者全体 19歳女子 服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育(N=774) (N=689) (n=202) (n=l07) (n=74) (n=112) (n=l30) (n=l49) 
生活相応 型 60. 1 61. 5 56. 4 71. 0 66.2 57.1 58.5 57. 7 
積極 扶養型 26. 6 25. 8 28.2 19. 6 18. 9 26. 8 30. 0 30. 2 
非 扶 養 型 o. 9 2. 3 o. 9 1. 4 o. 9 2. 3 o. 7
わ か り な 12. 4 10. 2 15.3 8. 4 13. 5 15. 2 9. 2 1. 4 
（注）全国標本調査15～19女子の場合， 0.1 %の不明が別にある。
この結果は，全国標本調査女子の結果とほぼ同じものである。また，コース聞にもあま り差
がなく ，服飾美術と家庭科学との聞に有意差（P < .05）が認められたにすぎない。
固 ま と め
以上，本学の1983年4月入学者774名を対象に実施した生活意識に関する調査の結果を，全
国標本調査15～19歳女子の結果との比較，学科 ・コース別の比較もおこないながら報告した。
結果の記述自体が要約的，結論的記述になっているので，ここで再び繰り返すことは避けるが，
総括的に次のようなことがいえる。すなわち 本学入学生は，平凡ながらも希望をもって積極
的に生きようとする生活観 人と人とのつながり を重視する人間観，父親には仕事重視を，母
親にはきびしいしつけを求める家庭観をもっている。また，本学は専門的に特徴のある学科 ・
コースで構成されているだけに，学科 ・コース聞には，興味深い意識の差異が認められる。
この調査によって確認された傾向 ・差異が，彼女らの今後の大学生活の中でどう変化してい
くのか，また，本学に今後入学してくる学生においても同様に認められるのか，他大学におい
ても同じことがいえるのか，など検討すべき問題は多い。しかし，これらはすべて今後に残さ
れた課題である。
限られた少数項目の意識調査ではあったが，学生指導の基礎資料として，いくつかの知見が
得られたと思う。別に報告される同時実施の調査結果とも合わせて検討が加えられるならば，
総合的な学生像が一層明確になってくるであろう。
文 献
1）総理府青少年対策本部編：10年前との比較からみた現代の青少年，大蔵省印刷局，1981
(1983・7・11)
